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秋田県出納局検査課
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本日の主な内容

・検査課の組織体制と業務内容

・令和６年度の検査状況

・工事検査の法的根拠と観点

・工事成績評定

・Web検査の試行

・検査要請



出納局検査課について

◇組織体制
・課長、技術管理監、上席主幹のほか

「調整・検査第一チーム」と「検査第二チーム」の２チームにより編成

◇主な業務
・県営工事の検査

・検査員の任命

・検査員証の交付
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検査課の業務内容

◇県営工事の検査

・事業実施機関から独立した機関として、地方自治法や秋田県財務規則等
に基づき県が施工する主要な工事及び施設の検査を実施

・知事部局(産業労働部公営企業課を除く)、教育庁、警察本部が所管する
契約額が２千万円以上の工事について検査(中間検査、完成検査)を実施

・検査は、より良い建造物を県民に供するために、工事請負契約書や設計
図書(仕様書・図面等)に基づき、施工状況や出来形、品質、出来映えに
ついて、厳正かつ公正に実施



検査課の業務内容

◇検査員の任命、検査員証の交付

・検査課は、各年度において、関係部局長の内申に基づき検査員を任命し、

検査員証の交付を行っています。

<参考＞

令和６年度の総任命検査員数：１，１０５名

（本庁検査員：５４７名、地方検査員：５５８名）



令和６年度の検査状況

建設(土木)

626件(49.0%)

建築･設備

146件(11.4%)

農 政

389件(30.4%)

林 務

118件(9.2%)

所管別検査件数

検査総件数 1,279件



令和６年度月別検査件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

委 任 1 1 2 5 1 4 7 19 101 0 5 319

検査課 13 35 72 70 56 95 90 115 111 37 52 68
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年度別工事検査数の推移

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

中間検査 281 245 239 295 247 227

完成検査 1,150 1,186 1,227 1,231 1,060 1,052
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工事検査の法的根拠は？

◇地方自治法 第234条の2第1項
・給付の完了の確認をするため検査をしなければならない。

◇秋田県財務規則 第180条2
・法第234条の2第1項の検査は、検査員が行う。



工事検査の根拠(関係法令等)

     法律        財務規則       要綱・要領

 地方自治法   第１８０条の２          工事検査要綱
 第２３４条の２   （検査）
（契約の履行の確保）             県営工事検査実施要領

   第１８０条の３
   （検査の方法）             補助事業工事確認検査実施要領

 地方自治法施行令
 第１６７条の１５      第１８０条の４          補助事業工事経理検査実施要領
（監督又は検査）       （検査調書の作成）

            工事成績評定要領
   第２１６条

 品質確保の促進に   （検査及び引渡し）
 関する法律

   第２１７条
   （完成部分の使用）



検査の手続きや実施内容

○県では、「秋田県工事検査要綱」及び「秋田県県営工事検査実

施要領」を制定している

○検査は、実施要領別記第１「工事検査の基準」に基づき実施

＜参考＞

要綱・要領は県のＨＰ「美の国秋田ネット」で公表







工事検査の観点



給付の検査(給付の完了の確認)とは？

○工事契約額の支払いのため、契約図書どおりに完了しているか

確認し、適否を判断する検査のこと

合格または改善を要する(手直し)か判断

・ある物品を100個注文し、99個納品された場合は合格か？

・500ｍの舗装工事を契約し、499m施工の場合は合格か？



技術検査とは？

○企業・技術者の技術力を評価するための検査のこと

結果は、工事成績評定(点数)として示される

○技術検査の目的として、企業・技術者の技術水準の向上を促し、

当該工事のみならず、将来受注する工事の品質向上にも期待



中間検査の必要な工種や時期

◇中間検査を実施する工種
・基礎工(杭基礎) ・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ重要構造物
・車道路盤工(完成時に覆工される場合)
・鋼橋上部工 ・下水道管渠工 等

◇実施時期
・それぞれの工種の施工途中または完了時

＜参考＞
「中間検査運用基準」は県のＨＰ「美の国秋田ネット」で公表



検査実施時における体制

総括説明
概要説明

発注者： チームリーダー、又は主査以上の者
契約者： 契約者、又は契約者代理人、

　現場代理人、主任技術者、管理技術者

発注者： チームリーダー、又は主査以上の者
契約者： 契約者、又は契約者代理人、

　現場代理人、主任技術者、管理技術者

発注者： チームリーダー、又は主査以上の者
契約者： 契約者、又は契約者代理人、

　現場代理人、主任技術者、管理技術者

実地検査

立会い者

監督員、主任監督員

現場代理人、主任技術者、管理技術者

現場代理人、主任技術者、管理技術者

説明者

立会い者

説明者

立会い者

書類検査

説明者



工事成績評定について

１．評定者（持点１００点）

①主任監督員及び監督員 → 持点４０点

②総括監督員 → 持点３０点

③検査員 → 持点３０点
※検査員において、中間検査がある場合には、中間検査(１回の場合)１５点、完成検査１５点

２．評定の活用

①入札資格審査 → 発注者別評価点の係数に採用

②指名の留意事項 → 評定点60点未満は努力要請

③秋田県優良工事表彰 → 評定点85点以上が要件

④総合評価落札方式 → 企業の過去１年間の評定平均点など



工事成績評定表作成における選択工種

※該当工種が無い場合は、類似工種を準用して評価する。



『秋田県工事成績評定要領の第５』
工事成績採点の考査項目別運用表 別紙－3－１

別紙－3－１
Ⅰ．出来形（土木工事用）

＜参考＞

技術管理課 https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/1728

工事成績評定項目について①

http://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000001728_00/03.pdf
http://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000001728_00/03.pdf


工事成績採点の考査項目別運用表 別紙－3－１
出来形及び出来ばえ Ⅰ．出来形（土木工事用）･･･の例

【評定の運用】
・評価について
「考査項目別運用表」の「評価対象項目」に『レ点』を付すことができるのは、受注者が自主的に
実施した場合のみ

・検査のときに『確認』できなければ加点できない

□出来形管理が容易に把握できるよう、出来形管理図及び出来形管理表が適切にまとめられている。
□社内の管理基準に基づき管理していることが確認できる。
□不可視部分の出来形が写真で確認できる。
□写真管理基準の管理項目を満足している。
□出来形管理基準が定められていない工種について、監督職員と協議の上で管理していることが確認
できる。

工事成績評定項目について②

http://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000001728_00/03.pdf


□施工条件や気象条件に適した運搬時間、打設時の投入高さ及び締固め方法が、
定められた条件を満足していることが確認できる。

□コンクリートの打設前に、打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。
□コンクリートの養生を適正に管理し、型枠及び支保工の取り外しを行っている
ことが確認できる。

・
・
・

工事成績採点の考査項目別運用表 別紙－３－３
出来形及び出来ばえ Ⅱ．品質 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物工事･･･の例

仕様書等、規定事項の聞き取り
→ 明確な答えと、提示写真、書面の存在

24

工事成績評定項目について③

http://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000001728_00/03.pdf


□施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。
□裏込材及び胴込めコンクリートの締固めを、空隙が生じないよう十分に行って
いることが確認できる。

□護岸工の端部や曲線部の処理が適切であり、必要な強度及び水密性を確保して
いることが確認できる。

・
・

25

工事成績評定項目について④

仕様書等、規定事項の聞き取り
→ 明確な答えと、提示写真、書面の存在

工事成績採点の考査項目別運用表 別紙－３－４
出来形及び出来ばえ Ⅱ．品質 護岸工事･･･の例

http://www.pref.akita.lg.jp/uploads/public/archive_0000001728_00/03.pdf


遠隔(Web)検査の試行について

◇Web検査の試行
・県では、令和６年度からWeb検査の試行を開始 →（３件の実績）
・令和７年度も引き続き数件を試行する予定
・対象工事は、建設部所管工事で「遠隔臨場を実施する工事」とする
・４千万円以上の一般土木工事及び２千万円以上の舗装工事が試行の候補

Web検査のイメージ



◇Web検査試行箇所①
・実施部局：由利地域振興局建設部

芋川 完成検査
遠隔臨場未実施箇所

・工事内容：掘削工(ICT)
法面整形工(ICT)
植生工(張芝)

Web書類検査 Web実測検査

令和６年度試行のWeb検査について①

・PocketWi-Fiのため、映像の乱れや音の途切れがあり

・写真管理資料の画像において拡大画面が出来ない

・ASP資料やPDF資料は画面上で良く見える

・PCカメラに資料を向けた場合、解像度が悪く全く文字が見えない

＜Web検査の試行結果考察＞

・音声は良好

◇Web実測検査

・工事箇所は現場事務所からすぐ近い場所

・解像度が悪くテープの目盛り等の数値が映像で確認出来ない

　（タブレットカメラを向けた結果）

・タブレットカメラがアウトカメラ状態にならない

・常にインカメラ状態で検測値を撮影

・音声は良好

◇Web書類検査

・由利建設部から現場事務所までの距離は１５ｋｍ



◇Web検査試行箇所②
・実施部局：由利地域振興局建設部

芋川 完成検査
遠隔臨場未実施箇所

・工事内容：掘削工(ICT)
法面整形工(ICT)
植生工(張芝)

令和６年度試行のWeb検査について②
Web実測検査Web書類検査

＜Web検査の試行結果考察＞

◇Web書類検査 ◇Web実測検査

・由利建設部から現場事務所までの距離は１５ｋｍ ・工事箇所は現場事務所からすぐ近い場所

・光ケーブル回線のため、映像や音声は特に問題なし ・解像度が比較的に良く、数値の検測には問題がない

・各資料がPDF化されており、必要に応じて拡大可能だった 　（モバイルWi-Fiの性能差が反映される可能性あり）

・カメラを使っての契約書類の内容確認には手間取る ・モニター越しに紙媒体の資料を確認する場合、やや確認が困難



◇Web検査試行箇所③
・実施部局：雄勝地域振興局建設部

国道３９８号 完成検査
遠隔臨場実施箇所

・工事内容：橋梁下部工
（逆T式橋台ICT）

令和６年度試行のWeb検査について③
Web実測検査Web書類検査

　（文字が判別出来ないということは無し） ・コンクリート構造物のクラックの有無の判別は難しい

・通信速度が低下すると、やり取りにタイムラグが発生 ・構造物と周辺部土工との取合や埋戻転圧状況の判断も難しい

　（検査効率の低下に繋がる可能性）

◇Web書類検査 ◇Web実測検査

・雄勝建設部から現場事務所までの距離は１５ｋｍ ・現場事務所で行った書類検査とほぼ変わりなく実施出来た

・パソコンのほかに大型モニターを併用 ・出来ばえを確認するため、スマホのカメラを利用

＜Web検査の試行結果考察＞



＜参考＞

東北では福島県がWeb検査の実績が多い(令和２年度から試行)

【現状の課題】

・発注者側及び受注者側の機材準備の課題

・通信環境の課題

・ウェアラブルカメラ等の機材性能の課題

・工事内容によってはWeb検査が馴染まないことの課題 など

【今後の展開】

・国土交通省や各県ともWeb検査の取り組みを進める方針

・県としてもDX化を進めており、Web検査もその一環と捉える

・試行件数を徐々に増やしつつ、他県とも情報交換を進め、課題抽出と整理を実施

Web検査の現状の課題と今後の展開



14日以内

完
成
届
受
理

受
注
者
へ
の

検
査
結
果
通
知

契約事項

検
査
の
実
施

６日以内の
検査要請を
希望 ７日～

◇契約会社が工事完成届を提出し、工事発注部局が受理した日から
早期(可能な限り６日以内)の検査実施のご協力をお願いします！

検査要請について



ご清聴
ありがとうございました
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